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〔憲法〕 

 本問は、いわゆるどぶろく裁判（ 最判平成元年１２月１４日刑集４３巻１３号８４１頁）

の事例をもとに、「酒を造る自由」が憲法上保障されるか、保障されるとした場合、当該自

由の憲法上の根拠、性格及び内容をどう理解すべきかについて問うものである。したがって

本問では、単に酒類製造に免許制を設けていることを問題とするというよりも、個人が少量

の酒類を、販売目的ではなく自らが楽しむために製造する自由が、憲法１３条の保障範囲に

含まれるのではないかといった点を検討したうえで、少量の酒類製造の場合に酒税法に定

める免許を取得できないという制度の問題点を指摘し、それを憲法上どう評価し得るかを

めぐって、各自の見解を説得的に述べることが求められている。（ 

〕見解求ではをもとに0b0Ž説得的少量酒類製造���œ酒税法+¬#ä �a5�いう見解Æ��0b0Ž 問題点�I�€�•�\�K�S�g内容� [ � c自由

自由

見解�q�8�¹�B–�º４３１３


